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８
月
４
日
（
月
）
、

東
京
都
有
明
テ
ニ
ス
の

森
公
園
に
て
、
全
国
高

等
学
校
定
時
制
通
信
制

体
育
大
会
第
58
回
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
本
校
２

年
生
の
横
山
が
男
子
団

体
戦
兵
庫
県
代
表
メ
ン

バ
ー
と
し
て
出
場
し
、

兵
庫
県
チ
ー
ム
は
、
全

国
大
会
優
勝
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
横
山
は
団

体
戦
全
試
合
に
出
場
し
、

す
べ
て
の
試
合
で
勝
利

を
収
め
、
兵
庫
県
の
優

勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。
今
回
の
結
果
を

自
信
に
、
今
後
の
学
校
生
活
や
社
会

生
活
で
の
更
な
る
活
躍
に
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
入
選
】

気
を
つ
け
て

知
ら
な
い
番
号

す
ぐ
出
る
な１

年

前
田

詐
欺
メ
ー
ル

次
へ
ク
リ
ッ
ク

気
を
つ
け
て１

年

武
田

【
佳
作
】

詐
欺
来
た
ら

迷
わ
ず
言
お
う

警
察
に

３
年

泉

気
を
つ
け
て

怪
し
い
こ
と
は

す
ぐ
相
談

１
年

三
輪

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

知
ら
な
い
電
話

出
な
い
で
ね２

年

柴
田

８
月
７
日
（
木
）
、

８
日
（
金
）
に
、
建
設
サ

マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
西
部
地

域
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
建

設
業
協
会
主
催
の
建
設
現

場
体
験
実
習
で
、
環
境
建

設
工
学
科
の
１
～
３
年
生

の
19
名
が
、
建
設
業
協
会

か
ら
協
力
依
頼
を
受
け
た

前
川
建
設
株
式
会
社
が
施

工
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン

工
事
現
場
に
て
、
兵
庫
県

立
東
播
工
業
高
等
学
校
と
、

学
校
法
人
誠
和
学
院
日
本

工
科
大
学
校
と
３
校
合
同

で
実
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
加
古
川
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
に
て
開
講
式
を

行
っ
た
後
、
安
全
講
習
を

受
け
、
午
後
か
ら
は
明
石

市
に
バ
ス
で
移
動
し
、
施

工
中
の
総
住
戸
数
80
戸
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
マ

ン
シ
ョ
ン
で
、
タ
イ
ル
貼

り
付
け
工
事
と
電
気
工
事

を
体
験
し
ま
し
た
。
タ
イ

ル
工
事
で
は
ユ
ニ
ッ
ト
タ

イ
ル
を
張
り
付
け
る
た
め
、

左
官
ゴ
テ
を
使
っ
て
接
着

剤
を
壁
に
塗
り
付
け
る
作

業
に
四
苦
八
苦
し
ま
し
た
。

電
気
工
事
で
は
、
施
工
図

を
見
な
が
ら
コ
ン
セ
ン
ト

Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
作
り
ま
し
た
。

配
線
図
の
見
方
が
分
か
ら

ず
、
職
人
さ
ん
か
ら
丁
寧

に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

２
日
目
は
型
枠
工
事
か
ら
始
ま
り
、

職
人
さ
ん
か
ら
型
枠
の
組
立
て
方
や

釘
の
打
ち
方
、
そ
し
て
作
っ
た
型
枠

の
解
体
ま
で
を
一
連
の
流
れ
と
し
て

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
力
を
入

れ
て
釘
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
職

人
さ
ん
か
ら
激
励
を
う
け
て
、
力
い
っ

ぱ
い
ハ
ン
マ
ー
で
叩
く
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
造
作
工
事
と
し

て
、
床
の
墨
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

初
め
て
見
る
墨
壷
や
レ
ー
ザ
ー
墨
出

し
器
に
、
生
徒
た
ち
は
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
作
業
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し

た
。
墨
出
し
作
業
は
建
物
を
造
る
上

で
と
て
も
重
要
な
作
業
に
な
る
た
め
、

１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
も
線
が
ズ
レ
る

と
後
々
の
作
業
に
影
響
が
出
る
の
だ

と
説
明
を
受

け
、
生
徒
た

ち
は
慎
重
に

作
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は

三
木
市
に
あ
る

兵
庫
耐
震
工
学

研
究
セ
ン
タ
ー

の
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
20
メ
ー

ト
ル
×

15
メ
ー
ト
ル
の
世
界
最
大

級
の
規
模
を
持
つ
振
動
台
を
見
学
し
、

構
造
物
な
ど
の
耐
震
安
全
性
の
向
上

や
、
強
固
な
社
会
基
盤
形
成
の
た
め

に
各
種
構
造
物
の
耐
震
実
験
、
及
び

そ
れ
に
関
連
す
る
基
礎
実
験
を
行
う

必
要
性
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

閉
講
式
で
は
一
人
ひ
と
り
に
終
了

証
書
が
手
渡
さ
れ
、
無
事
に
建
設
サ

マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
か
ら

は
「
来
年
度
も
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

た
い
」
「
２
日
間
は
あ
っ
と
い
う
間

だ
っ
た
。
も
っ
と
色
々
な
体
験
を
し

て
み
た
い
」
と
い
う
声
を
多
く
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
26
日
（
火
）
、
環

境
建
設
工
学
科
の
生
徒
５

名
が
、
県
立
円
山
川
公
苑

で
開
催
さ
れ
た
近
畿
高
等

学
校
土
木
教
育
研
究
会
主

催
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
カ
ヌ
ー

競
技
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。環

境
建
設
工
学
科
で
学

ん
だ
知
識
（
特
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
性
質
・
浮
力
計

算
と
推
進
力
）
が
、
現
実

に
活
用
で
き
る
の
か
を
作

品
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
カ
ヌ
ー
）

を
製
作
し
、
競
技
会
に
参

加
す
る
こ
と
で
確
認
し
ま

し
た
。

製
作
に
あ
た
り
、
カ
ヌ
ー

の
強
度
を
保
ち
な
が
ら
、

自
重
を
軽
く
す
る
と
い
う

課
題
が
挙
が
り
ま
し
た
。

そ
の
解
決
方
法
と
し
て
、

引
張
に
強
い
補
強
繊
維
（
バ
ル
チ
ッ

プ
）
を
混
入
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
近
畿
５
府
県
か
ら
９
校

（
９
艇
）
が
参
加
し
、
製
作
過
程
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
船
体
の
デ

ザ
イ
ン
・
競
漕
を
行
い
ま
し
た
。

本
校
の
結
果
は
７
位
で
し
た
が
、

本
校
艇
「
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
号
」
は
、
完

走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
カ
ヌ
ー
製
作
を
通

し
て
、
学
ん
だ
知
識
や
技
術
が
実
生

活
で
役
に
立
つ
こ
と
を
実
感
し
、
難

し
い
課
題
で
も
工
夫
と
仲
間
と
の
協

力
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

８
月
５
日
（
火
）
、
６

日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
、

今
年
の
オ
ー
プ
ン
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
も
生
徒
主
体
で

開
催
し
ま
し
た
。
２
日
間

で
の
べ
487
名
の
中
学
生
が

参
加
し
、
第
４
学
区
（
姫

路
・
た
つ
の
・
宍
粟
・
相

生
・
赤
穂
・
佐
用
・
上
郡
・

太
子
・
神
崎
）
を
中
心
に
、

明
石
・
加
古
川
・
高
砂
市

な
ど
の
第
３
学
区
か
ら
も

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
保

護
者
や
中
学
校
の
先
生
が

見
守
る
中
、
各
科
の
生
徒

た
ち
と
の
実
習
を
通
し
て

本
校
の
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

今
回
は
参
加
者
を
中
学

３
年
生
に
限
定
し
、
ア
セ

ン
ブ
リ
ホ
ー
ル
で
全
体
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
広
報
委
員
に

よ
る
司
会
・
進
行
、
校
長

の
挨
拶
、
生
徒
会
長
の
挨

拶
、
生
徒
に
よ
る
学
校
紹
介
、
Ｂ
Ｙ

Ｏ
Ｄ
の
概
要
、
制
服
・
作
業
着
の
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
科
の
教
室
へ
移
動
し
、

各
科
２
時
間
の
実
習
体
験
で
は
、
中

学
生
一
人
ひ
と
り
に
高
校
生
が
つ
い

て
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
本
校
で
の
学

び
の
楽
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

各
科
で
の
実
習
内
容
は
、
電
気
情

報
シ
ス
テ
ム
科
で
は
、
ス
イ
ッ
チ
回

路
の
実
習
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、

Ｖ
Ｒ
体
験
、
表
計
算
に
よ
る
分
析
を

行
い
ま
し
た
。
環
境
建
設
工
学
科
で

は
、
土
木
模
型
の
活
用
と
測
量
、
建

築
物
の
デ
ッ
サ
ン
・
模
型
製
作
の
紹

介
を
し
、
総
合
デ
ザ
イ
ン
科
で
は
、

皮
細
工
の
製
作
や
、
エ
ア
ブ
ラ
シ
実

習
、
染
色
糸
織
物
、
グ
ラ
ッ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
を
行
ま
し
た
。
総
合
福

祉
科
は
、
介
護
体
験
や
、
車
イ
ス
介

護
、
志
望
動
機
と
進
路
希
望
の
紹
介

を
し
、
看
護
科
は
、
心
肺
蘇
生
や
、

血
圧
測
定
、
学
科
紹
介
と
と
ク
イ
ズ

を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生
か
ら
は
、
「
高

校
生
が
や
さ
し
く
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
て
、
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
」
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
高
校
生
が
笑
顔
で
わ
か
り
や
す

く
答
え
て
く
れ
た
」
「
設
備
が
整
っ

て
す
ご
い
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、
本
校
へ
の
興
味
・
関

心
が
深
ま
り
、
進
学
意
欲
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
か
ら
は
、
「
礼
儀

正
し
く
、
体
験
実
習
も
テ
キ
パ
キ
と

親
切
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

「
活
気
に
満
ち
溢
れ
て
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
」
な
ど
の
感
想
が
多
数
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

龍
野
北
高
校
新
聞

～
地
域
と
協
働
す
る
、
明
る
く
活
力
の
あ
る
学
校
～

ま
ち
を
支
え
る
人
づ
く
り

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
へ
の
道

定
時
制
課
程

１
日
（
月
）
始
業
式

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ‐

34
自
己
肯
定
感
ア
ン
ケ
ー
ト

２
日
（
火
）
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
演
会

就
職
者
面
接
指
導

※
５
日
ま
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク

※
５
日
ま
で

６
日
（
土
）
龍
北
工
房

７
日
（
日
）
西
播
磨
但
馬
地
区
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
生
活
体
験
発
表
大
会

全
商
英
語
検
定

９
日
（
火
）
教
育
相
談

10
日
（
水
）
交
通
安
全
教
室

12
日
（
金
）
就
職
者
激
励
会

／
第
２
回
高
卒
認
定
試
験
申
し
込
み
締
め
切
り

16
日
（
火
）
就
職
選
考
開
始

20
日
（
土
）
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
競
技
大
会

22
日
（
月
）
教
育
相
談

27
日
（
土
）
龍
北
工
房

28
日
（
日
）
全
商
情
報
処
理
検
定

29
日
（
月
）
修
学
旅
行
結
団
式

30
日
（
火
）
修
学
旅
行
（
３
年
・
沖
縄
）
※
10
月
３
日
（
金
）
ま
で

全

日

制

課

程

9
月
の
行
事
予
定

１
日
（
月
）
大
掃
除

始
業
式

受
験
者
激
励
会
（
３
年
）

介
護
実
習
宣
誓
式
（
Ｗ
科
１
年
）

２
日
（
火
）
課
題
考
査

※
Ｐ
Ｍ
放
課

３
日
（
水
）
修
学
旅
行
事
前
荷
物
発
送
（
２
年
）
※
７
時
45
分

龍
北
祭
実
行
委
員
会
（
放
課
後
）

４
日
（
木
）
介
護
実
習
（
Ｗ
科
１
年
）
※
18
日
ま
で

（
Ｗ
科
３
年
）
※
26
日
ま
で

５
日
（
金
）
キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
⑧

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
出
願
説
明
会
（
３
年
）

地
域
在
宅
看
護
論
実
習
（
Ｎ
科
２
年
）

６
日
（
土
）
修
学
旅
行
結
団
式

７
日
（
日
）
第
74
回
英
語
検
定
（
商
業
）

８
日
（
月
）
修
学
旅
行
（
２
年
・
北
海
道
）

※
11
日
ま
で

基
礎
看
護
実
習
Ⅰ
（
Ｎ
科
１
年
）
※
12
日
ま
で

12
日
（
金
）
修
学
旅
行
代
休
（
２
年
）

15
日
（
月
）
敬
老
の
日

18
日
（
木
）
地
域
在
宅
看
護
論
実
習
（
Ｎ
科
２
年
）
※
24
日
ま
で

19
日
（
金
）
キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
⑨

／

基
礎
製
図
検
定

23
日
（
火
）
秋
分
の
日

26
日
（
金
）
老
年
看
護
実
習
③
（
Ｎ
科
２
年
）

28
日
（
日
）
第
73
回
情
報
処
理
検
定
（
商
業
）

29
日
（
月
）
老
年
看
護
実
習
Ⅱ
（
Ｎ
科
３
年
）
※
10
月
３
日
ま
で

30
日
（
火
）
後
期
専
門
委
員
会

※
変
更
等
は
Ｈ
Ｐ
・
は
な
ま
る
連
絡
帳
等
で
随
時
連
絡
し
ま
す
。

9
月
の
行
事
予
定


